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ユーロ圏金融危機と欧州中央銀行



















































































































（European Financial Stabilisation Mechanism―以下 EFSM）及び欧州金融



































































































































































































































































































（isolated it from any pressures, in cluding those exserted by governments），













れたEEC中央銀行総裁会議（Committee of Governors of the Contral Banks
of the Member States of the European Economic Community）であって，












































































supervision）及び金融システムの安定（stability of the financial system）に
関して関係当局（competent authorities）が実施する政策が円滑に行われる
















































react to situations in individual countries or regions）…ユーロ圏程の大き
な通貨圏ではインフレ等の経済動向が関係各国の間で完全に同一であるこ
とはあり得ない。こうした差異は，それがある限度を超えない限り（unless
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（led to marked consumer price increases）。それにもかゝわらず
（nonetheless）ECBは，物価は依然として中期的に安定圏内にある（outlook
for prices was still compatible with price stability over the medium-term）と
見ている」として，金融引き締め策を実施しないECBを批判した（30）。



















































が大きな過ちだった（invited everybody to become a member of the euro













































また Bundesbank も，「極めて憂慮すべき事態」（a cause for major
concern）かつ，「著しく有害（severely damaging）であり」，「今後の加盟
国に悪い先例（wrong signal）を残す結果になった」と厳しく批判した（42）。









































































⑴ Enhanced Credit Support
これは通常の政策以外の手段の総称で，主なものは以下のとおりである。













ホ．担保付き債券の買入れ（Covered Bond Purchase Programme）
ユーロ圏所在銀行の主要な資金調達手段である covered bond の市場が
一時混乱した為，一時的に金額を限定して買入れ。













































2010年12月に「欧州システミック評議会（European Systemic Risk Board―
ESRB）の設立が決定し，翌2011年1月から業務を開始した。ECBはその事
務局を勤めることとなった。従来のように各国が自国の金融機関を個別に監
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